
教科 科目（講座名） 対象学年 単位数 教科書

福祉 介護総合演習 3・4年 2

関心・意欲・態度

思考・判断・表現

技能

知識・理解

学期 月

後期

１０月

１２月

【課題研究】
・年間学習計画作成

【課題研究】
・研究実践

介護総合演習のまとめ

【課題研究】
・研究発表

【課題研究】
・研究のまとめ方・まと
め

６月

到達度目標

・介護職として安全を確保するための事故の備え、環
境整備などのリスクマネジメントの考え方、方法を理
解し、実践できる。

第1節　介護保険制度
・介護保険制度創設の背景と目的
・介護保険制度の動向
・介護保険制度のしくみ

学科

福祉教養科

目標と評価規準

前期

７月

第2章　介護の基本

【福祉体験事前指導】
・福祉体験について

２月

９月

・テーマの設定方法
・計画の作成方法
・調査方法
・アンケートの実施及び活用方法
・研究テーマの設定

第3節　介護職における安全の確保
とリスクマネジメント
・介護労働における安全の確保
・事故予防
・安全対策
・感染対策
・オリエンテーション、記録

１月

第3章　介護・福祉サー
ビスの理解と医療との
連携

第2節　介護と医療の連携
・介護における医療と福祉の連携
・介護職と医行為
・リハビリテーション

11月

５月

・発表資料作成
・校内発表会
・報告書作成

・年間計画作成

令和5年度　　新川みどり野高校　年間指導計画（シラバス）

使用教材

介護・福祉サービスの理解（日本医療企画）

第3章　介護・福祉サー
ビスの理解と医療との
連携

・介護保険制度の意義とその概要が理解できる。
・高齢者の自立を支えるしくみやサービスがどのよう
に創り上げられているのか理解できる。
・行政の役割、実際のサービス内容や利用の流れが
理解できる。

単元 学習内容

４月

福祉の見方、考え方を働かせ、自ら課題を見付け、解決策を探究することができる。

地域福祉や福祉社会に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ解決策を探究し、
科学的な根拠に基づいて創造的に解決することができる。

地域福祉や福祉社会に関する課題の解決に主体的かつ協働的に取り組むことができる。

介護保険のしくみを理解し、要介護者に適したケアプランを作成することができる。

【課題研究】
・研究及び調査の手法

第2章　介護の基本

【福祉体験事前指導】
・レクリエーション指導

・研究の手順や手法を理解できる。
・書籍等を各種情報を活用した調査方法を理解するこ
とができる。
・アンケートを作成し、Excelを活用したグラフ化や考察
することができる。
・意欲的に取り組める課題を見つけることができる。

・研究内容に沿った資料を様々な方法で収集できる。
・目的を理解し、的確な方法で実態調査ができる。
・目的意識を持ち、意欲的に研究活動を実践すること
ができる。

・介護職として安全を確保するための事故の備え、環
境整備などのリスクマネジメントの考え方、方法を理
解し、実践できる。

・福祉体験について、理解し体験・行動することができ
る。

・発表資料の作成
・PowerPointの活用
・Wordの活用

・プレゼンテーションソフト及び文書作成ソフトの活用
方法を理解し、研究内容を適切にまとめることができ
る。

第3節　介護職における安全の確保
とリスクマネジメント
・介護労働における安全の確保
・事故予防
・安全対策
・感染対策
・オリエンテーション、記録

・介護保険や課題研究の振り返り ・今までの学習から、住み慣れた地域や自宅で自立し
た生活を継続できるための環境・制度・システム作り
を考え、まとめることができる。

・収集した資料を基に結果を考察することができる。
・結果を分析し、分かりやすくまとめることができる。
・効果的なプレゼンテーションができる。
・決められた様式で、成果をまとめることができる。
・これまでの研究を振り返り、適切な自己評価ができ
る。

・研究目標を的確に把握し、年間計画が作成できる。

・医療と福祉との連携と、それぞれのサービスや連携
のあり方が理解できる。
・介護職が行うことが出来る医療的ケアの理解が理解
できる。
・リハビリテーションの役割や専門職について理解で
きる。

・資料収集
・実態調査
・研究実践


